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は じ め に

出版統計の不備 は途上国に限った ことではない。世界的に見て出版統計の

比較的整備 されているのは英 ・米な ど極 く少数の国々であ り,し か もそうし

姻 々の場合でも内容は働 て不+分 である.躰 についても同様で瀦 。

このように出版統計が世界的にみて一般 に不備 なのは,第 一に出版物が通

常は多品種少量生産の製品であ り,か つ多数の小規模生産者(出 版社)に よ

って生産 されているため,量 的把握が技術的に困難だからである。 そして第

二には,"出 版の自由"を 根底 にお く出版社は,政 府の統制 を嫌い,政 府 もま

た出版の自由を尊重 して干渉 を避 けているため,今 日すべての産業が行政指

導を通 して管理統制経済化 しているのに対 し,出 版 はほとんど唯一,そ うし

た形での政府 との関係 を欠いた,独 立独歩の産業であるためである。そこで

は補助金支給その他政策の関与がないか ら,政 府の側における出版産業の量

的把握の必要 もな く,現 実 に把握 されていないのである。

このような基礎的データの不備は,こ れまで出版 に関する議論 を非常 に阻

害 してきた と言わねばならない。正確な量的把握 にもとつ く実証的な議論で

な く,定 性的 ・印象的で根拠のない言いっぱなしの主張がすれ違 う,と いう

のが出版論 によく見られ る姿であったのである。発展途上国における出版開
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発についての議論 も例外ではない。出版統計の不備 は途上国において一層甚

だしいのが通例だが,そ うした状況下で根拠のない開発提言が これ まで引続
5)

きなされてきたのである。

第二次大戦後続々独立を達成 し,国 家社会の発展 を目ざして営々 と努力を

重ねてきた途上国は,経 済開発の基礎 は人材養成(教 育)に あり,教 育のた

めには出版開発が必要であることを確認 してきた。その出版開発のために自

国の努力 と併せて,過 去30～40年 多 くの援助が先進諸国から与 えられてきた

が,開 発成功例 は多 くない。背景の正確な把握や分析なしに戦略 を欠いたま

ま行われる,そ うした出版開発援助が十分な成果 を生 まないのは故な しとし

ない。

筆者は出版開発援助 に戦略的根拠 を提供するため,本 論考においてはケー

ススタディとしてマレーシア とフィリピンを取 り上げた。2国 の出版関連の

量的データをできる限 り収集 し,そ れにもとつ く分析から何がそれらの国々

において出版開発のネックになっているか を明 らかにし,そ れが従来常識的

に語 られてきた通説をいかに否定するものであるかを明 らかにしたいと考え

る。

1.調 査

筆者 は1994年 か ら95年 に か けて,フ ィ リピ ンお よび マ レー シア2国 にお い

て,出 版 産 業,さ らに は公 的部 門 の活 動 もふ くめ る全 出版活動 について,現
6}

地調査 を行 った。

第1同 は1994年8月28日 よ り9月12日 まで,第2回 は補 足 的 に フ ィ リピ ン

に お い て,1995年2月27日 よ り3月4日 まで,出 版 社 ・書 店 ・政 府 系 出版 機

関 ・図書館 ・大学研究機 関等 を訪問す る と共 に,フ ィ リピ ン にお い て は,出

版 社 へ の ア ンケ ー トを実 施 す ることによって,デ ー タの収 集 に努 め た。 こ う

して 得 られ たデー タ と既存 の各種 デー タを もとに,両 国 の 出 版 産 業 市場 の全
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表11990年 フィ リピン出版 物生産 ・流通 の概要

新刊 重版 平均 総冊数 平均定価 金額

点数 点数 冊数(万 冊) (ペ ソ) (百万 ペ ソ)

学校教科書 513 1209 560967 44 429

大学教科書 X33 363 2⑪00160 90 141

学術書 50 一 IU()05 150 7

文芸書 14D 94 370086 35 30

児童書 67 172 5000119 42 50
一般書

408 164 20{}0114 90 101

辞書等 17 67 240018 55 10

出版社計 (ユ628) (2069) 一一(1469} 一 凹 (768}

政府学校教科書 20 　 zoo 12～25 28

政府刊行物 119 　 100011 10() 11

研究機関 ・諸団体刊行物 342 m一 1000.`34 101〕 34

個人出版等 87 　 10008 100 8

出版社以外計 (568) } 一{053? 一

(338}

書籍総計 (2196) {2069) 一一X3522) 3.1.4 (1106)

雑誌 163 } 一12855
5 655

コ ミ ッ ク ス 81 5996 5 449

国内生産出版物総計 一 }一 -㎜ (2210)

輸入書籍 - … 一fi21 330 2045

輸入雑誌 捌 一 一980
46 455

輸入合計 (2500}

フィリピン総出版支出 書籍4143万 冊 4710

雑 誌 ・コ ミ ック ス22831万 冊

体像について総合的な絵が描かれ,そ れはフィリピンの場合,再 訪の機会に

現地出版人の検討を経てチェックされ改善された。最終的に得 られたかな り

確度の高いフィリピンの全体像が表1で ある。マレーシアについては,ま だ

中間的な試算の域 に止 まるもの として,付 録 に掲げた。本稿の目的はこの調

査 によって得 られたデータをもとに,両 国を例 に,途 上国の出版開発 を論ず
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ることであ り,両 国の出版事情 を記述的に報告することではない。 それ らの

個別的事実については,例 えばフィリピンについては,別 途刊行 されるブッ

クガーデン・国際出版学研究所研究調査報告Nα1「フィリピンの出版事情

出版市場の量的測定 を中心 に」を参照 されたい。

2.フ ィリピンにおけ る出版活 動の規模

表1は フィリピンにおける出版活動を,生 産 と流通の両面か ら,定 量的に

総合 した ものである。 フィリピンにおける書物の流れには3つ の領域が考え

られる。第一 は民間出版社による通常の出版活動であ り,第 二 は政府 ・研究

機関 ・諸団体等による出版活動で,こ の中には途上国の商業出版 に多大の影

響 を与えている,政 府系教科書出版機関 のぼ う大 な学校教科書出版がふ くま

れている。第三 は外国か らの書籍 ・雑誌の輸入であ り,フ ィリピンの場合,

表1に 見 る通 り,同 国人の利用する教科書以外の書籍の,実 に8割 以上が輸

入図書であるという状況 を示 している。

第一の民間出版社 による出版の領域ではy書 籍の新刊点数は1990年 におい
7)

て1628点 である。 この数字 は筆者 らの実施 したアンケー ト調査の数字 に,現

地出版人 との協議検討を通 じて多少の修正を加 えたもので,か な り信懸性の
　ラ

高い ものである。重版点数(延 回数)に ついて も同様である。出版社以外の
9)

出版 書籍 を加 えた,フ ィ リピ ンの1990年 の総 新 刊 点 数 は2196点 で あ る。一 点

ご との 平 均 印刷 冊 数 は,出 版 人 へ の イ ン タ ビュー や,彼 らの執 筆 した 文献 に

も とつ いた ものであ り,ま た平 均 定 価 は,ブ ック フ ェア 展 示 の現 品 や,書 店

の在 庫 展 示 品 か ら採 集 し,ま た種 々 の文 献 か ら確認 して い る。 こうして領域

ごとの総冊数 と総販売金額 が計算 されて いる。 この場 合金額 は定価額 を とっ

てい るか ら,流 通 業 者 の取 り分 をふ くむ出版 産業 の全経済量で あ る。

民 間出版社 の出版活動 の中で,捕 捉 の比 較 的 困 難 で あ った の は雑誌 ・コ ミ

ックスであ る。 フ ィリピンにおけ る大衆 向 け一般誌 は,書 店 を通 ず る よ りは,
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ニューズスタンドや街頭呼び売 りな どが主要流通手段であ り,こ とにコ ミッ

クスは書店店頭では全 く姿 を見ないためである。一般誌 とコミックスについ

ては,主 要出版社に当ることによって全体像 をつかむことに努めた。

その他の雑誌 については,例 えば国立図書館が1990年 に収納 した定期刊行

物 は4310点 である。 これには通常の商業雑誌のほかに,大 学研究機関等の紀

要 ・年報 ・各種学協会のニューズレター ・会報等多様 なものがふ くまれてい

る。ただ し出版産業の解明に重点をお く立場からは,そ れ ら非営利機関の発

行する逐次刊行物の もつ経済的意味は大 きい といえない。

こうして得 られた表1は 筆者の知 る限 り,フ ィリピンの全出版販売活動 を

総括的に提示 した もの としてはじめての ものである。部分的に出版活動の一

定領域についての量的判断を示 した論文は皆無ではないが,1国 の出版活動

全体を統合 してマクロで見るところにこの表1の 大 きな意味がある。 そうし

た全体的把握によって,は じめて,よ り整合的な認識が可能 とな り,部 分的

な観察ではとか く起 りがちな見落 としや誤認 を避 けることができるか らであ

る。

3.マ ク ロ観 察q) フィ リピンの書籍 支 出率

表1が 完成 した ことによって,種 々の分析 ・比較が直 ちに可能 となる。先

ず第一 に書籍支出率 を考 えよう。 ここで書籍支出率 とは,1国 の国民全体が,

国民総所得(あ るいは国民総生産)の うち書籍 ・雑誌 を購入するためにどれ

だけの部分 を支出しているか,い いかえれば,図 書購入のために国民全体が

支払っている,経 済的犠牲 を示す指標であ り,

c一遮 響鎌辮 壁
で示 され る。

これ は国民の平均1人 当 り所 得 と,図 書 購 入 の た め の1人 当 り平 均 支 出 で

比 較 して も同 じであ る。 ここで1990年 の フ ィ リ ピ ンの国 民 総 生 産(国 民 総 所
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表216力 国の書籍産業比較(1977年,単 位万 ドル)

出版産業売上 国民所得額 書籍産業比率(%)

1.ア メ リ カ 5,400 1,677,346 0,321

2.日 本 3,80〔} 557,741 0,681

3.西 独 1,600 457,734 0,349

4.フ ラ ン ス 1,400 340,261 0.41!

5.イ タ リ ア 820 173,655{1978) 0,472

6.イ ギ リ ス 810 220,680 (}.3fi7

7.イ ン ド 580 96,009 0,604

8.カ ナ ダ 570 173,273 0,329

9.オ ラ ン ダ 34U 97,339 0,349

10.ベ ル ギ ー 260 72,540 0,358

11.メ キ シ コ 236{1979) 121,328(1979) 0.94

12.ノ ル ウ ェ ー 170(1976) 26,085(1976) 0,651

13.デ ン マ ー ク 151(1976) 337,674(//} 0,400

14.オ ー ス ト ラ リ ア (489
96

92,641 /0.527¥
/0.103

15.ス ウ ェ ー デ ン 94(1976) 66,177{1976) 0,142

16.マ レ ー シ ア 13(1972} 6,427{1973) 0,202

得 に代 えて比較 の 目的 で ここで は国民総生産 を用い る)は1兆1000億 ペ ソで

あ るか ら,

47.1億 ペ ソ =0 .428%c=11000億ペ ソ

とな る。

と ころ で このCの 値 は他 の諸 国 で どう な って い るで あろ うか。筆 者 は旧稿

において1977年 の デ ー タ を も とに,16力 国 の 書 籍 支 出率(そ こで は出版 産 業
IO)

比率 と呼 んでい るが,実 質 的 に同 じ こ とを意 味 す る)の 比 較 を試 みた 。 そ の

結 果 は表2の とお りで あ る。

表 か ら明 らか な よ うに,多 くの 先 進諸 国 は一 部例 外(日 本 ・ノル ウ ェー)

を除 い て は,大 体 にお い て0.35%の 周 辺 に収 敏 して い る。 い か な る国 の国民

も,パ ンの み にて生 くる者 に非 ず で,知 的 な情 報 や精 神 的 満 足 を必 要 として
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いるか ら,全 く図書を購入 しない という国家 はない。 しかしまた我々は,本

のみにて生 きるわけにいかず,衣 食住 という基本的支出を優先せ ざるをえな

い。そこで図書購入費 は生活の余裕の中から捻出されるのだが,そ の比率が

ll)

多 くの国 でO.35%と い う同 じ レベ ル に集 中 して い るの は興 味深 い。

問題 は フィ リピンの書籍支 出率 が,0,35%よ り もは るか に 高 い0.428%を 示

して い る こ とで あ る。 我 々 は途 上 国の現実 に対 して とか く先入観 を抱 きが ち

で ある。出版開発 を論 ず る論者 た ちは,た とえ ば フ ィ リピ ン は,年 間新 刊 点

数 もユ ネ ス コ発 表 で100〔}点前 後 と小 さ く,農 村 地 帯 へ の教 育 普 及 が お くれ,

国民 一 般 に読 書 を好 まな い,な どの 断 片 的情 報 か ら,フ ィ リピ ン人 は本 を買

わ ず,読 ま な い人 々 で あ る との イ メ ー ジを植 えつ け られ てい るのではないだ

ろ うか。 しか しここで確認 し得 たCの 値0.428%は,明 らか に フ ィ リピ ンの

人 々 が,国 民 全 体 と して,先 進 国 の人 々以 上 の経 済 的犠 牲 を払 って,本 を買

っ て い る こ とを示 して い る。彼 らは決 して本 のための支出 を惜 しむ,非 文 化

的 な国 民 で はな い の で あ る。

4.マ ク ロ観 察 ② フ ィ リピンの書籍価格

書籍支出率の観察から我々は,フ ィリピンの人々が,図 書の購入のために,

先進国以上の経済的努力 をしていることを知った。 これは我々に希望 を抱か

せて くれる事実である。 しかし観察の次の一歩を進めると,事 態 はたちまち

バ ラ色でな くなる。 フィリピンの人々が,そ のように多大の経済的犠牲 を払

って,ど れだけの書籍を手に入れているか,が 次のポイン トである。 これ も

表1か ら簡単 に得 られる。

国民1人 当7入 手冊数一年間欝 冊数

一3522珊(国 鵯
1饗 万冊(轍 分)一 ・.66冊

フィ リピン人 は,老 人 も乳幼 児 もふ くめ て,1人 当 り年 間0 .66冊 しか入 手
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で きていない。 しか もその3分 の2以 上 が 学 校 教 科 書 で あ る。 これ を外国 に

比較 してみ る と,ア メ リカ ・ロ シ ア ・日本 ・ドイ ツな どは,い るれ も年 間7
12)

～8冊 程度 を入手 してお り,正 に10分 の1以 下である。同等以上 に経済的犠

牲 を払いなが ら,結 果 として手に入れ る図書が10分 の1し かないのはなぜか,

本が10倍 高いか らである。

ここで国民1人 当 り平均所得に対 して,書 籍の平均価格が どのような比率

を占めているかを,筆 者は書籍への経済的アクセス率 と名づけ,か つて1980
1;i)

年前後 の デー タを使 って,そ の国 際 比 較 を行 った。 そ の結 果 は表3の とお り

で あ る。 ア クセ スの 良 好 度 に従 って6つ の グル ー プ に分 け られ た27力 国 の 中

で,フ ィ リ ピ ンは最 悪 のFグ ル ー プ に分 類 され,ア クセ ス度 は1.14と 計 算 さ

れ て い る。 こ こで ア ク セ ス率 とは,

アクセス率一響 蠕畿 響 一総蘇 欝 ×1人当曲 民所得

で ある。 これ に表1の デ ー タ を当 て はめ る と,〃

アクセス率一1'鶉 霧 器 耕 嘉P×1_17228P・.44

となる。

上記80年 の時 の ア クセ ス率 計 算 は,ト ー タ ルの 平 均 価格 が 得 られ な いた め,

標 準 的 な書 籍 の価 格 を用 い て計 算 した もので ある。今 同の表1に も とつ く,

よ り信 頼 性 の高 い デ ー タで の計 算で は0.44と,80年 の 時 よ り,か な り低 い結

果 が 出 た。 これが デ ー タの とり方 による ものか,80年 か ら90年 まで の10年 間

の改 善 を示 す もの な の か,は こ こで は不 明 で あ るが,そ れ に して も0.44が 表

3のDグ ル ー プ に属 す る悪 い状 態 で あ り,フ ィ リピ ンが い まだ に この状 況 を

脱 却 で きないでい るこ とを示 して いる。

この ように書籍 への経 済的 ア クセス率が高 い こ とsい い か えれ ば1冊1冊

の書 籍 の価 格 が,市 民 の収 入 に対 して高 率 で あ るのは}本 来 生 計 費 に連 動 し

て安 くあ るべ き書籍 の価格 が,相 対 的 に高 過 ぎ るた め で あ る。

出版 開発 の究極 の 目標 はい うまで もな く,よ り良 質 の本 を,よ り多 く,よ

り廉 価 か つ迅 速 に,読 者 に提 供 す る こ とで あ る。 そ れが達成 され るつれて,
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衰3ア クセス度 に よるグルー プ

グル ー プ ア クセ ス 所得 書籍価格

A 最良 o.02s

o.osZ

O,075

0.07s

O.09

0.12

日 本(b)

ア メ リ カ(b)

オ ー ス トラ リア

イ ギ リ ス(b)

オ ラ ン ダ

ス イ ス

大 中

B 良 0.13

0,139

0,167

ト ル コ

ネ パ ー ル

イ ラ ン

中 ・小 安

i
l

C 中上 0.21

0.26

オ ー ス ト リ ア

ル クセ ン ブル グ

大1高
ド

D 中下 (0.17

4,267

0.3

0.45

0.47

0.49

メ キ シ コ)

チ ュ ニ ジ ア

ア ル ジ ェ リ ア

レ バ ノ ン

ブ ラ ジ ル

シ ン ガ ポ ー ル

1

中 中

[

E 悪 0.57

0.58

0.66

0.74

i

ogas

ザ ン ビ ア

ケ ニ アノ

タ イ

イ ン ド ネ シ ア

カ メ ル ー ン

南 ア フ リ カ

小 中

F 最悪 1.14

1.36

1.65

3.69

フ ィ リ ピ ン

ナ イ ジ ェ リ ア

パ キ ス タ ン

イ ン ド

小

1
…

高

注)27力 国の うち メキシコだけが上 のア クセ ス順 グルー ピ ング にお いて

仲間 と離 れてい る。この表が作 られた以後 の著 しい経済発展 に より,現

在 では,は るかに低 率 を達成 しているケースがあ ることに注意。
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教育 と情報伝達がよりよ く達成 され,社 会開発が進む と考 えてよい。 ここで

廉価 にということは,各 国書籍価格の絶対値 の比較を意味 していない。所与

の国民の,所 与の所得 レベルに対 して,ど のように重い経済的負担であるか,

が問題 なのであ りyア クセス率 こそが重要なのである。

我々は,フ ィリピンの書籍アクセス率が高い こと,言 いかえれば所得 に対

して書籍の価格が高過 ぎることを知 った。それではそうした高価格 はなぜ起

こっているのか,次 にはその原因が明 らかにされねばならない。先ずアクセ

ス率を国内産図書 と輸入書 に分 けて計算 してみよう。

国内産図書のアクセス率』 響 鍔 縛 格 一1潔P-・ ・18

轍 幽 のアクセス率一 撃 鍔 欝 一17111P-1・86

ここに国内産 図書の アクセス率 に対 し,輸 入書 の それ が10倍 も高 い こ と,

す な わ ち フ ィ リ ピ ン全 体 の 図書 ア クセス率 を高 くして いる最大 の理 由が,こ

の輸 入 書 の 高 価格 に あ る こ とが示 されてい る。 これ に対 し,国 内 産 図 書 へ の

ア クセ ス率0.18は,表3で はCグ ル ー プ に属 し,そ う悪 い数字 で は な い。 し

か しフ ィ リピンにお ける国内産 図書 の大部 分が学校教 科書で あ るとい う事実

に着 目し,そ れ ら を除 い た,通 常 の意 味 で の 読 書 空 問 に資 す る書籍類 のみ を

対象 に してア クセス率 を計 算 してみ る と,学 校 教 科 書 を除 く国 内産 図 書 冊数

555万 冊,そ の 総 価格392百 万 ペ ソ,平 均価 格70ペ ソだ か ら

70学校教 科書 を除 く国内産図書への アクセス率 ==0 .417725

とな る。通 常 の読 書 環 境 を考 え る 一ヒで は,フ ィ リ ピ ンの ア ク セ ス率 はO.4で あ

り,こ の場 合 に も同様Dグ ル ー プ に属 す る こ とが わ か る。

以 上 の分析 か らフィ リピン国民 の書籍 へのア クセス を阻害 して いるの は,

第一 に輸 入 依 存 とい う事 実 で あ り,第 二 に は国 内産 図 書 の相 対 的 高価格 で あ

る ことがわか った。 それで は不可避 的 に高価格 な先進国書 籍の輸 入 は,な ぜ

起 り,な ぜ 必 要 な の か,ま た 国 内産 図 書 を高価 に して い る要因 は何 であ るの

か,を 次 に考 えて み た い。
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5.多 国籍 出版 の侵 略

研究者が渉猟する研究のための高度 な文献 を除いて,通 常の読書のため

のほとんどすべての図書 ・文献 を,自 国語で得 られる我々には想像 しにくい

ことであるが,自 国語による図書の生産 と,既 往の蓄積 のないところでは
,

情報の獲得 は,外 国語文献 に頼 らざるをえない。む しろ日本 などは例外的な

少数例 にすぎず,多 くの国家 ・民族で,人 々は多言語的読書生活を強制 され

ているといってよいだろう。た しかに一方で日本は,世 界的に見て,学 術書

の最大の輸入国のひ とつである。 しか しそれ らは,研 究者や図書館 によって

もっぱら利用され るのであ り,国 民大衆 とは無縁である。 日本の全出版生産

量の中で,そ れは金額的に2%程 度 を占めるに過ぎない。

いわば必要情報 として受 け入れ られるそれ らの外国図書は,日 本 の情報活

動 を豊かにすることはあっても,日 本の文化的アイデンティティを阻害する

要因にはならない。 しか し国際語である英語 を自国語 とする,英 ・米以外の

諸国に とって,英 語文献の大量流入は,自 国の文化的アイデンテ ィティを保

持する上で,重 大な障害 とな りうるし,現 になっている。カナダがそれであ
14}

り,オ ー ス トラ リアが そ うで あ る。

同 じ問題 が よ り深刻 な形で 出現 す るのが フィ リピンの場 合 であ る。 ここで

は英語 図書 ・雑誌 の氾濫 が,フ ィ リピ ン人 の文 化 的 ア イ デ ンテ ィテ ィを麗乱

してい るだ けでな く,そ の 乏 しい外 貨 まで も奪 い,自 国 出版 の 発 展 の芽 を食

い荒 ら してい るか らであ る。 現 にフ ィ リピンで,国 内 の す べ ての 出版 活 動 を

上 廻 る金 額が,輸 入 出版 物 の た め に支 払 わ れ て い るこ とが,表1か ら明 らか

とな った 。 英 語 を メ デ ィア として使 う限 り,フ ィ リピ ンの 出版 人 が,米 ・英

の大 出版 社 に対 抗 す る こ とはむずか しい。 それ はす でにカナ ダやオー ス トラ

リアの出版界 が証 明 して きた ところであ る。 よ り大 きな市場 を背景 に もつ,

米 ・英 の 出版 社 に対 抗 して,よ い編 集 ・造 本 ・流通 を達成 す ることは,マ ス
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を前提 とし,部 数 を競争原理 とする出版のメカニズムから言って,ほ とん ど

無理なのである。

よりよ く編集され,よ り美 しく造 られ,よ り安 く(相 対的な意味で)提 供

される国際商品の前に,途 上国の出版産業の打つべき手 はひ とつ しかない。

自国語 という言語障壁によって,市 場 を囲い こむ しかないのである。経済 と

いうよりも,も っぱら文化的アイデ ンティティの問題 に着目して,強 力に自

国語化 を進めているマレーシアなどの場合 には,そ うした意味で,将 来への

可能性が感 じられるが,自 国語 の成立 と普及に足ぶみをし,動 揺の見 られる

フィリピンにおいては,早 急な事態の改善の見込みはない といわねばならな

い 。

そうした輸入出版物の実態 を領域別に見てみよう。フィリピンが1990年 に

輸入 した書籍 ・雑誌総額25億 ペ ソの内訳 は,筆 者の調査では次の通 りである。

書 籍

2,045,000千 ペ ソ

雑 誌

455,000千 ペ ソ

一般 書

i
大学教科書

学術 ・専門書
一般誌

{学術 ・専門誌

1,050,000千 ペ ソ(350万 冊)

540,000千 ペ ソ(180万 冊)

455,000千 ペ ソ(91万 冊)

22,880千 ペ ソ(656万 冊)

22,700千 ペ ソ(130万 冊)

2,500,000千 ペ ソ

ここで学術 ・専 門書 は,情 報 源 として の利 用 で あ り,多 品種 少 部 数 だ か ら,

他 に代 替 の手 段 は な い。 日本 が 洋書 を年 に数百億 円(100億 ペ ソ相 当)購 入 し

て い るの と同 じ こ とで あ る。一般書 の輸入 で 目立 つの は(1)欧米 の 特定 出版 社

に よ るDM販 売 書 や,訪 問 販 売 に よ る百 科 事 典,② 小 説 の ペ ー パ ー バ ッ ク

ス,③ 料 理 ・フ ァ ッ シ ョン ・イ ンテ リア ・工芸 ・旅 な どの コー ヒー テーブル

本(と くに そ れ らの売 れ残 りゾ ッキ本 を安 く輸 入)で あ る。 これ らに代 る国

内産 書 籍 の生産 は,す で に述 べ た 理 由か ら,英 語 に依 存 す る限 り当面 見 込 薄

で あ る。

最近 の注 目すべ き現 象 は,タ ガ ロ グ語 に よ るロ マ ンス小 説 本 の流行 であ る
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が,そ れで も都会の書店店頭では,10対1で 輸入ペーパーバ ックスの方が多

い。国語 より英語の方が上等である,と の偏見がフィリピン人の人々に強 く

見 られ,ま たタガログ語で出 されるロマンスが,農 村の英語が読 めない人々

を対象にし,内 容的に劣 っているとすれば,前 途 は必ず しも楽観できない
。

これに対 して輸入書籍の中で量的に も大き く,代 替製品の生産が可能 と思

われるのは大学教科書である。 これは情報 としてでな く教育用具 として同一

種類の ものが多部数輸入 されるのであるから,国 内での代替生産 は可能性が

ある。 フィリピン国立大学前学長ホセ ・アブエバ氏 は,大 学学部教育の国語

化 を提唱 し,5年 間で実現す る計画 を樹てたが,そ の方針の浸透は簡単に行

かなかった。 むしろ国語重視 による国際性の喪失,を 心配する反対意見 も強

かったのである。

同 じ問題 を抱 くマ レー シアでは,国 立言語文学研究所(デ ワン ・バハサ ・

ダン ・プスタカ)の 努力 もあって,こ れ までに自国語大学教科書約1800点 を

刊行 してきた。近代的大学教育 システムの維持のためには数千点の教科書が

必要 といわれるから,ま だ3分 の1程 度 に過ぎないが,そ れで もほ とん ど蓄

積のないフィリピンに比べれば,は るかに有望な状況にある。国が どのよう

な国語化政策 をとるかにもよるが(現 にフィリピン政府 は,完 全国語化 に徹

し切れず,小 学校教育 においてさえ,二 言語政策を採用 し,算 数 ・科学 ・英

語 は英語で,国 語・社会 を国語で教育 している),か りに大学教育で英語 を使

用するにして も,自 国の著者による英語のテキス トを編集 ・出版 すべ きであ

る。幸い人 口が大 き く,高 等教育の量的拡大の著 しいフィリピンであれば
,

代替製品 としての国産大学教科書 は,大 きな可能性 をもった,ひ とつの領域

といえよう。学術専門雑誌については,学 術書 と同 じことが言 える
。 この部

分 こそ正に情報の獲得受容の過程を代表 してお り,排 除で きない国家的 コス

トである。ただしそうした国家的コス トが例えば日本の場合,

学術糠 難 撃 量一ll耀 一・.・・5%

であ るの に対 しフ ィ リピンでは,
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2.27億 ペ ソ=0
.02%11000億ペ ソ

す な わ ち フ ィ リピ ンは,日 本 の4倍 も重 い情 報 コス トを,年 々学 術 雑 誌 に対

して支 払 って い るので あ る。 しか もここで実際 に入手 し得 る情報 の豊富 さは

200億 円対2.27ペ ソ(9億 円弱),す な わ ち20倍 も 日本 の 方 が 多 いわ け で あ る。

他 方一般誌 で は報道 ・経 済か ら車 ・コン ピュー タ ・趣味工芸 ・家庭 ・保健 ・

男性誌 ・女性誌 ・スポーツ ・テ ィー ンエー ジャー誌 と多岐 にわた ってお り,

これ らの多 彩 で,豊 富 な 内容 を国 内 で調 達 す る こ とは当面 不可能だか ら,そ

れ らに魅 力 を感 ず る人 々 が,た とえ高価 で も購 入 し よ う とす るの は避 け難 い

現象 であ る。 問題 はそれ らを購入 しうる人々 と,そ うで な い人 々 との格 差 が

歴然 と して いる こ とで あ ろう。

こうして見 て くる と,フ ィ リピ ン出版 市 場 が,い か に深 刻 に外 国 の多 国 籍

出版 社 の草刈 り場 になって いるか,そ して そ の超 克 が い か に厳 しい試練 であ

るかが あき らかで ある。 マレー シア ・イ ン ドネ シア に見 るよ うな,強 力 な 国

語 化 政 策 を と らな い限 り,フ ィ リピ ン は多 国籍 出 版社 の 強 い圧 力 の下で,出

版 離 陸 も出版 流 通 革 命 も達 成 し得 ないので はなか ろうか。

s.高 価格 の要因分析

次 の論点 は,フ ィ リピ ンの 国 内 産 書籍 価 格 を高 くして いる要因 はなにか,

とい う こ とで あ る。 出版 開発 が 論 じられ る時,途 上 国 出版 人 か ら往 々 に して

出 る苦 情 は,紙 代 が 高 い,印 刷 資 材(た とえ ば フ ィル ム や刷 版 代)が 高 い,

とい う こ とで あ る。 彼 らの書 籍 の価格 が高 くなるの は,こ う した 理 由か らで

あ る とい う。 た しか にフィ リピンでい えば,輸 入 す る書 籍 に は,フ ロー レ ン

ス協 定 に よ って税 金 が かか らないのに,彼 らが 自分 で 出版 す るた め,外 国 か

ら書 籍 用紙 を輸 入 す る と,そ れ に は輸 入 税 が か か り,そ れ で な くて も弱 い 彼

らの競 争 力 の足 を,政 府 が ひ っ ぱ って い る,と い った おか しな現 象 もあ るの

は事 実 だが,本 当 にそ う した 製作 コ ス トが,彼 らの製 品高 価 格 の最 大 の理 由
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にな って いるのであ ろうか。 こ こで は今 回の調 査 に よって得 られた
iマ レー

シア の デ ー タ に よ っ て分 析 してい るが ,分 析 の結 果 は,フ ィ リピ ンな い し途

上 国 一 般 に通 ず る ものであ る。

先ずマレーシアと躰 における漕 縦 価の標準的繊 要素分析を謬 。

マ レ ー シ ア 書 籍 例

平 均 日収 に よ る 該 当 日数 換 算

流 通 費36.2%7,8リ ン ギ0 .44日 分

印 税9.5%2.1リ ン ギ0 .12日 分

定 価21。5リ ン ギ ー 般 管 理 費29.5%6 .3リ ン ギ0 .36日 分

製 作 原 価18.2%3.9リ ン ギ0 .22日 分

利 益6.6%1.4リ ン ギ0 .08日 分

定価2764円

流通費

印税
一般管理費

製作原価

利益

21.5リ ンギ

日本 書籍 例

35%

10%

20%

35%

o/

1.22日 分

平 均 日収 に よ る該 当 日数 換 算

968円0.103日 分

276円0 .030日 分

553円0 。059日 分

967円0.103日 分

0円0日 分

2764円 0.295日 分

定価構成 を比較 して先 ず言 える ことは,流 通 費 と印税 は ほ とん ど差 が な い

が,マ レー シ アの一 般 管 理 費 は,日 本 の5割 も高 率 で あ り,製 作 コ ス トは,

日本 の2分 の1強 で あ り,利 益 の率 が大 きい とい う こ とで あ る。 これ を,両

国 の1日 分 の平 均収 入 とい う共 通 の指 標 で比較 してみ る と,

マ レー シア対 日本1冊 当 り諸 経費 の 日収基準比較

流通費

印税

0.44

0.103

0.12

0.03

0.36

0.059

4.3倍

一般管理費

4.{}倍

6.0倍
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製作原価

利益

0.22

0.103

0.11

0

2.1倍

00

x.22 =4 .2倍全体0
.295

こ こで 定 価 全体 の比 較 が4.2倍 とい う こ とは,前 出 の ア ク セ ス率 が この場

合,4.2倍 マ レー シア の 方 が 悪 い とい う こ とで あ る。問題 なの は,全 体 と して

4.2倍 ア クセ ス 率 が 高 い中 で,定 価 構 成 要 素 別 に見 て,と くに高 い率 を示 して

い るの は,0般 管 理 費 ・流 通 費 で あ り,製 作 原価 は む しろ2.1倍 と,相 対 的 に

「悪 さ の程 度 が 低 い」こ とで あ る。言 いか えれば,途 上 国 の書 籍 を高価 格 に し

て い るの は,途 上 国 の 出版 人 が よ く主 張 す る よ うに,紙 代 や 印刷 費 が 高 いた

めで は な く,む し ろ流 通 費 や オ ーバ ー ヘ ッ ドのか け方の問題 で あ り,利 益 を

多 く得 て い るた め で あ る,と い う こ とに な る。 俗 説 は こ こで も打破 され るの

で ある。 そ こで さ らに各要素別 に上記比較 の内実 を検証 してみ よ う。

《流通 費》

流通費 についてみれ ば,マ レー シ アで は,1冊 の書 籍 の定 価 の 中 に流 通 費

と して,1人 当 り平 均 所 得 の0.44日 分 が 計 上 され て い る,と い う こ とで あ る。

卸 店 のマ ー ジ ン ・小売書店 のマー ジン ・広 告費 もふ くめて,流 通 の 経 費 を,

究 極 的 に物 件 費 が半 分,人 件 費 が 半 分 とす れ ば,流 通 にか か わ るす べ て の人 々

が,平 均 して1冊 の 流 通 のた め にsO.22日 分 の労 力 をか けて い る,と い う こ

とで あ り,逆 算 す れ ば,1人1日4.5冊 を売 って い るわ けで あ る。同 じ計 算 を

日本 について試 みれば,日 本 で は1人 当 た り20冊 とい う数 字 に な る。 要 す る

に,書 籍 の流 通 に労 力 をか けす ぎ て い るので あ る。 その理 由 として考 えられ

るの は,

(1)流 通 の垂 直 的 分 業 体 制 が整 って お らず,物 流 ・資 金 流 ・情 報 流 が シ ス

テ ム化 していないた めの非能 率

② 輸送 システムの整備 が悪 く,輸 送 コス トが高 い こ と
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(3)発 行部数が小 さいことからくる構造的非能率

である。例 えば書店 によっては,顧 客の数 よりも監視のガー ドマ ンの方が多

い,と いった特殊な社会事情 もまた明 らかに,流 通費 を膨張 させているので

ある。

《印 税 》

印税率 は,マ レー シ ア は9.5%,日 本 は10%と ほぼ 同 じで あ る。初 版10%の

印税 は国 際 的 に常 識 的 な線 で あ るが,し か し同 じ10%と い っ て も,そ の意 味

はマ レー シア と日本 で は全 く違 う。マ レー シアの書籍 は,ア クセ ス率 で4 .2倍

も 日本 よ り高 い定 価 づ け に な っ てい るか らで,著 者 の 印税 収 入 は,平 均 日収

換 算 で は,日 本 の4倍 にな るわ けで あ る。

例 え ば

マ レー シアの著者 の印税収入 は

21.5リ ンギ ×9.5%×3000部 罵6126リ ンギ……平均 日収 の350日 分

日本 の著 者 の 印税 収 入 は

2764円 ×10%×3000部=829200円 … …平均 日収 の88日 分

で あ る。

マ レー シ アの 著者 は1冊 の本 を書 けば,少 な く と も1人1年 分 の収 入 を得

るの に対 し,日 本 の著 者 の 得 る と こ ろは,3カ 月分 に満 た な い。 日本 の著 者

に とっ て,著 作 の営 為 は,収 入 よ り も名誉 に あ る こ とが わ か る。 それで も日

本 で は著者が不足す るこ とはな い。 む しろ多 くの人が 自著 の出版 を希 求 して

い る。他 方マ レーシアで は,こ の よ うな 印税 状 況 の 下 で も,出 版 社 は著 者 の

発 見 に困 難 を感 じてい る。経済的 には魅力 あ る仕事 とはいえない らしい。

《一般管理費》

最 も効率の悪いのが一般管理費である。 ここでいう一般管理費の内容 は,

家賃 ・水道光熱費 ・通信費 ・運搬費 ・事務用品費等の事務所維持費 と,総 務 ・
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人事 ・会計の人件費,本 来 製 品書 籍 の原 価 に算 入 され るべ き編集人件費 や,

流 通 経 費 に入 れ るべ き販 売 担 当者 の給料,も ふ くめ てす べ ての 人 件費 を ひ っ

くるめてお り,倉 庫 経 費 か ら運 搬 用車 輌 費 ・運 転手人件費 まで も計上 してい

る。要す るに,外 部 に支 払 う印 刷 代 や 流 通 手 数 料以外 の,社 内 で発 生 す るす

べ て の人 件 費 ・物件費 を合わ せた もの を意味 してい る。

ともあれ この一般管理費 が最 も非効率 的で あるの は,一 般 管 理 費 構 成 各 項

目の絶 対 額 が高過 ぎるヨ 列えば家賃 が高す ぎた り車 の コス トが高 い とい っ

た ことよ り,固 定 費 と して の0般 管 理 費 の配 布 対 象 で あ る製 品 の,生 産 ・

販 売 量 が 小 さ い こ と,に 最 大 の原 因が あ る。 流 通 費 の場合 と同 じ く,こ こで

も また1冊1冊 の書 籍 の販 売 に対 す る固定 費 のか けす ぎ,言 いか えれ ば,固

定 費 で あ る0般 管 理 費 の一 定 額 をか け なが ら,余 りに も商 量 が 少 な い とい う

こ とで ある。

ここで引用 して い るマ レー シアの仮 説例 で は,一 般 管 理 費 年 間 総 額22万

9170リ ンギの うち,人 件 費 に46%の10万5700リ ンギ を当 て て い る。 この 人 件

費 で雇 う としてい るの は,マ ネー ジ ャー ・編 集 者 ・コ ピー エ デ ィター ・販売

係 ・タイ ピス ト兼 受付 ・会計係 ・倉庫 係 ・メ ッセ ンジ ャーボーイの計8人 で

あ る。 問題 は この仮 説 例 の 出 版社 の年間 の活動量が,新 刊12点 各 点3000部 出

版,年 間3万6000部,と 大 変 小 さい こ とで あ る。 あ ま り重版 は期待 で きない

一般書 の出版 なので,こ こで はす べ て が新 刊 か らの 売上 とされて いるが,と

もか く8人 もの職 員 をか か え て,年 問12点3万6000冊 で経 営 を維 持 す る こ と

は,日 本 で は考 え られ な い。 新 刊 年12点 は,日 本 で は,社 長1人 だ けの,個

人 出版 社 の 生産 量 とい え よ う。 む しろ優雅 ともい えるマ レー シアの状況 であ

るが,と もあれ こ こ に示 され る効 率 の悪 さは

(1)出 版 産 業 にお け る分 業 と協 業 の 未整備 か ら,小 規 模 な各社 が,多 様 な

機 能 の社 員 を抱 えな けれ ばな らない こと。 しか もゼネラ リス トよ りスペ

シャ リス ト的人材 観 の途上国で は,マ ル チ機 能 の社 員 を得 難 い こ と。

(2)発 行 部 数 の制 約
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な どか らきてい る。

《製作原価》

製作 原価 の中で,最 も重 要 な5つ を選 び,そ の単 位 料 金 を,マ レー シ ア と

日本 の仮 説例 で比 較 す る と,次 の通 りで あ る。

日本 マ レー シア 平均 日収べ一スで

(円換算)

組 版 代1頁 当 り2000円292円

フ ィル ム 代1頁 当 り1200円413円

印刷 代16頁 当 り7000円1766円

製 本 代1冊 当 り200円14円

本 文 用 紙 代1冊 当 り75円53円

魏 筋 董ぎシ(マレー茜講 ×ユ・倍)

1。5倍

3。4倍

2.5倍

0.7倍

7.O倍

1冊 当り
総製作原価

967円206円 2.1倍

マレーシアの書籍製作原価は全体 として,日 本で作る場合の5分 の1弱 程

度(21%)で あることがわかる。書籍は極めて労働集約的な製品であるから,

各国出版産業の経営効率が等 しければ,書 籍の平均価格 は,本 来各国の労賃

16)

水準,い い か えれ ば 国民 所 得 水 準 に比 例 す るはず であ る。

い まマ レー シアの1人 当 り所 得 は,日 本 の そ れ の10分 の1で あ る(2368

US$対2万3801US$1990年)。 本 来 な ら 日本 の10分 の1で で き る べ き書 籍

が,5分1に 止 って い るの は,製 作 原 価 の効 率(対 日収 基 準 で)が す で に見

た よ うに2.1倍 に な っ て い る か らで あ る。別 の言 い方 をすれ ば,単 位 料 金 が 日

収 基準 で2.1倍 高 い か らで あ る。 この よ うな観 察 か ら次 の ことがわか る。

(1)組 版 代 ・製 本代 の よ うな,労 働 集 約 的 な部 分 の作 業 コ ス トは,筆 者 の

理 論 通 り,日 収 基準 に比 例 して低 い,日 本 の7分1,15分1で あ る。

② フ ィル ム の よ うな国 際 商 品 に,ど う してEl本 ・マ レー シ ア間 で3倍 も

の 差 が あ りう るの か,む しろ不 思 議 で あ る。 本 来 な ら,日 本 と同額 で あ

って もおか し くな い この ような資材費 が,3分 の1に 止 って い る こ とは,
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途上国出版人の主張す る,印 刷資材費の高料金説 に反証 を与 えるもので

ある。

(3)用 紙代 は,こ こでは日本の3分 の2で あ り,た しかに全製作原価の中

で,相 対的に最 も割高な項 目である。 日本に比較 して用紙代の負担 は7

倍の重さをもってお り,製 作原価全体の割高性 を高める最大の要因であ

ることは確かだ。しか し用紙代は,マ レーシアの場合,定 価の中の4.5%

を占めるに過 ぎないか ら,用 紙代の高価格 を嘆 く途上国出版人の主張 も,

相対的な もの と受 け止めることがで きるのである。

(4)す でに述べた通 り全体 として,製 作原価が出版書籍の高価格 ・アクセ

ス率悪化の原因 となっている程度は,せ いぜい2倍 であ り,一 方最終的

に4.2倍 のアクセス率を結果 しているのは,他 の原因(流 通費・一般管理
17)

費等)に よ るの で あ る。

7.お わ り に

東 南 ア ジ ア諸 国 に お け る書 籍 ・雑誌 の生産 ・流通 ・利 用の総体 を,量 的 に

把 握 す る こ とに よ って,出 版 開発 理 論 の前 進 に資 す る こ とを意図 し,か な り

満 足 す べ きデ ー タの得 られ た フ ィリピンを中心 にz若 干 の議 論 を展 開 して き

た。 す で に,こ れ まで 流 布 して きた,俗 説 ・先 入 観 を破 る,い くつ か の提 示

が試 み られ て い る。紙 数が尽 きたい ま,こ れ以 上 の議 論 の展 開 は後 日 に譲 ら

ね ばな らないが,ひ とた び表1の よ うな トー タル の絵 が描 か れ た いまzそ れ

を利 用 して次 々 に議 論 を展 開 し,強 固 な根 拠 の上 に戦 略 と戦 術 を提唱す る こ

とが可能 とな った はずで ある。 そ してフ ィ リピン出版開発 を論ず る場合 に,

い か な る論 者 とい え ど も表1の 前提 を無 視 して語 る こ とは許 され な くな るだ

ろう。

い うまで もな く表1の もつ 限界 を超 えて,さ ら に完 全 な絵 が,人 々 の努 力

と協 力 に よっ て描 きっ づ け られ,や が て い つ の 日か,時 系列 比較 が 可 能 に な
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ることが望 まれるのである。 そして同じ努力が フィリピン以外の諸国に拡大

され るならば,厳 密な形での国際比較が我々にとって可能 になり,さ らに多

くの可能性が開 けるだろう。

最後にこの論文の出発点である現地調査 に対する2人 の現地協力者,エ ス

ター ・パチェコ女史(ア テネオ ・デ ・マニラ大学出版部長)と ハスロム ・ハ

ロン氏(マ レーシア国民大学出版部長,マ レーシア書籍出版協会会長)に 特

別の感謝を捧 げたい。 これ ら両氏の協力なしにはこの研究は存立 し得なかっ

たのであ り,い わば両氏 はこの論文の共著者 ともいうべ き人 々なのである。

筆者はまた,こ の調査 ・研究の機会 を与えられた トヨタ財団(飯 島宗一理事

長)と くに調査実施 に協力 ・支援を与 えられた黒川千万喜専務理事 ・牧田東

一 ・若山佳子(現 笹川財団)・姫本由美子の諸氏 に感謝 したい
。 また資料の入

手について便宜をはかられたアジア経済研究所の明峰晶子 さん とユネスコア

ジア文化セ ンターの田島伸二氏 にも感謝申 し上 げる。

注

1)例 えばわが国の場合年間発行される新刊点数や書籍 ・雑誌の売上額について

轍 のソ磁 からデータが得られているが,完 全なものでは繊 また新刊点

数の分類では図書館十進法によるものが提供 されているが,そ う した学問分野

別 で な く,個 々の書籍 の出版 目的 に もとつ く機能的分類 による報告はな3!.ま

してや機能的分類 に もとつ く出版冊数 ・出版金額 となると一層系統的なデータ
4)

は乏 しくなる。

2)日 本 にお いて継続的 に提供 されている出版統計 に2種 類 あ る。ひ とつ は国会

納本 に もとつ く出版年鑑編纂の統計であ り,第2は 取次会社 トーハ ンを経 由す

る商 品の流れに基礎 をお く,出 版 年報 統計 で ある。 これ らはそれぞれの目的 と

手段からくる制約をもってお り,完 全 とはいい難 い。

3)筆 者 はかつ て ここで い う書籍 生産 の機能的分類 を1979年 度 につ いて試 み て

いる。拙著 「情報 としての出版」第4章 を参照 されたい。

4)そ の意味 でニ ッテ ン会長 武塙修氏 が多年継続発表 してお られる 「出版物販売
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額の実態 とその分析」は貴重な貢献である。 これは流通チャンネル別の販売額

を確認する作業を中心に出版販売の実態分析 に迫 るものである。

5)最 近 の そのひ とつの例 がユ991年2月 イ タ リーベ ラジネの ロ ックフ ェラー財

団 ヨーロッパセンターで催 された"途 上 国現地 出版産業 の開発"ワ ーク ショッ

プで ある。筆者 は出版開発援助の前に,科 学 的研 究の必要 な こ とを強調 した

が,援 助 団体代表 た ちは き く耳 を もつことな く,彼 らの"善 意"に もとつ く,

ただ し成功 の保証 の全 くない種 々のプログラムを語 るのに終始 していた。参加

者の1人IvanKats氏 はそ うした心情 を"firemancomplex"(火 消 し根性)だ

と弁明 した。「理 くつ は ともか く,困 ってい る人 が いた ら飛 んで行 く」のだ と。

6)調 査 は トヨタ財団 のプ ログラム として実施 された。トヨタ財団は過去20年 近

く 「隣人 を知 ろう」プロ グラムを実施 してきた。アジア諸国間の翻訳出版 を援

助することによって,旧 宗 主国 との交流 にのみ偏 っていたアジア諸国の文化交

流に,よ り広 い展望の機 会 を提 供 しようというものである。すでに数百点にの

ぼる各国現地語による出版が実現 し,ア ジアの出版情 況 に大 きなインパク トを

与えてきた。 この 「隣人を知ろう」プログラムによって出版 された書物が,現

地 において どの ように流通 ・利用され,ど の ような影響 を与 えてい るか を調査・

確認すると共に,現 地 の全般的 出版事情 の中でi今 後同 プログラムを どう改善

で きるかを模索する目的で,財 団か ら筆者 に調査 を委嘱 された ものである。現

地調査に当っては トヨタ財団の名声 ・信頼によって実施上多大の便宜 を得た。

7)1628点 には,フ ィリピン国内で印刷 された外国書 とくに大学教科書の リプ リ

ン ト版がふ くまれている。フィリピン人の著者によって書かれ,フ ィリピンで

出版 された書籍 の点数については,何 人 かの識者 によって500点 ・700点 ・800点

な どの数字 が示 され ている。表1か ら考 えて これ らの数字 は少 し過小評価であ

り,実 際 には1000点 を越 えている と思 われ る。

8)ア ンケー トの 回答 その ものは,回 答者 の業務上 の秘 密保持 を考 慮 し公表 しな

い。アンケー トは1990年 におけ る機能別分類 に もとつ く新刊点数 ・重版点数 ・

総出版冊数 ・出版金額 を問うた もので,回 答16社 有効 回答数15で あった。 フ ィ

リピンにおけ る商業 的出版活動の85～90%は これ に よって捕 捉 され て い る と

思われる。

9)こ れ に対 して ユネ スコ発表 の フ ィ リピンの1990年 度 新刊 点数 は1112点 で あ

る。 これ はフ ィリピン国立 図書館からの報告 にもとついている。国立図書館は

法定納本によって把握 した数を報告 しているわけで,1112点 は我 々の最終推定
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点 数 の 約2分 の1で あ る。半 分 は脱 落 して い る こ とにな る。権 威 あ るユ ネ ス コ

発 表 の 数 字 で さ え この よ うに現 実 か ら遠 い こ とを痛 感 す る。

10)箕 輪 成 男 「歴 史 と して の 出版 」弓立 社,1983,59頁,"先 進 諸 国 の 出版 近 代

化"

11)こ の 表 で は唯 一 の 途 上 国 と して マ レー シア が 取 り上 げ られ て お り,す で に

この時 に0.202と 決 して桁 違 い に低 くな い こ とが 確 認 され て い る。 今 回 マ レ ー

シア に つ い て は最 終 的 結 論 を控 え て い るが,同 国 の書 籍 支 出率 が0 .35と い う先

進 国 の 標 準 値 を越 え る高 率 を達 成 して い る こ と は これ まで の 調 査 か ら確 か と

考 え られ る。

12)箕 輪 成 男 「消 費 と して の 出版 」 弓立 社,1953,53頁

13)箕 輪 成 男,前 掲 「歴 史 として の 出版 」,150頁"出 版 開 発 の経 済 学"

ユ4)箕 輪 成 男 「国 際 コ ミュニ ケー シ ョ ン と して の 出版 」日本 エ デ ィタ ー ス クー ル

出版 部,1993,"第 一 章輸 出"

15)こ こで マ レー シ ア の構 成 比 率 は,同 国 の出版 人が 提 示 した モ デ ル で あ り,日

本 の そ れ は昭和45年 通産 省 調 査 の結 果 で あ る。定 価 構 成 は 出版 の場 合,書 籍 の

種 類 と,と くに印 刷 部 数 に よ って大 き く変 化 す るか ら注 意 を要 す る。マ レー シ

ア の例 は部 数3000部 の 実務 書 を想 定 した もの で あ り,日 本 の デ ー タ は平 均 値 で

あ るが,両 者 の比 較 か ら一 定 の結 論 を引 出 す こ とは全 く可能 で あ る。 また 定 価

に つ い て は マ レー シ ア は,モ デ ル考 案 者 の用 い た 実務 書 の 標準 定 価 で あ り,日

本 の それ は1990年 の総 点 平 均 で あ る。全刊 行 部 数 をべ 一 スに した平 均 定 価 は こ

れ よ りは る か に低 い(安 い)の で,実 際 の ア ク セ ス率 の差 は,本 論 文 で の比 率

4.2倍 よ りも もっ と大 きい はず で あ る。 とい うわ けで,本 稿 で 示 す 分 析 比 較 は,

思 考 の途 筋 を示 す こ とに主 た る 目的 が あ る。数 字 とい う もの に は収 集 した デ ー

タの正 確性,妥 当性 と同 時 に,得 られ た 結果 の判 断 にお い て も,そ の妥 当性 に

は大 きな幅 が あ り う る こ と,い い か えれ ば我 々 は分 析 全体 を相 対 化 して考 え る

必 要 が あ る こ とを強 調 して お きた い。数 字 読 み の数 字 知 らず に陥 らな い こ とが

肝 要 で あ る。

16)箕 輪 成 男,前 掲 「歴 史 と して の出 版 」160頁

17)PacificoN.Aprieto,Bonk」PublishingandP17ガ 妙 μη8&勿 如z曲 ψ,Daily

StarPublishingLo,Manila.198,pp.7--11
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付 録

-
⊥

9
々

り
0

(4)

フィリピン関係の基礎データ

マレーシア関係の基礎データ

マレ0シ ア出版市場の量的測定1990.(仮 案)

度高 くないので再調査 を必要 とする

フィリピン出版の歴史的背景

フィリピンの場合 ほど確

付録(1)フ ィリピン関係の基礎 デー タ

… 縢 鰍
国民 総 生 産1990年423億 ドル

ー 一 灘iiil
～ カ

ーlii翻 灘 一
平 均1冊 単 価31.51,x,ペ ソ ÷4143万 冊=76ペ ソ

書 籍 ア ク セ ス 率76ペ ソ ÷17228ペ ソ=0.44%

付 録② マ レーシア関係の基礎 デー タ

総人口

国民総生産

1人 当り年間所得

マ レー シア人1人1日 当 り所 得

通貨換算率
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{
1970年

1980年

1990年

1990年

i

1970年

1980年

1990年

1990年

1970年

i

1980年

1990年

1990年

1039万 人

1370万 人

1776万 人

42373百 万US$

393US$=1206リ ン ギ

1779US$=3949リ ン ギ

2368US$・=6393リ ン ギ

17.5リ ン ギ

1US$=360円=・3.07リ ン ギ

1US$=226円=2.22リ ン ギ

1US$=144円=2.70リ ン ギ

1リ ン ギ=53円



平均1冊 単価(1990年)

マレーシア仮説例1冊 の製作原価

日本の 〃 〃

日本 の1人 当 り年間所 得

日本人1人1日 当 り所 得

仮 説例で の書籍 ア クセス率

マレーシア

日本

消費者物価指数(ア メ リカ)

/

単 純 平 均7.1リ ン ギ

教 科 書 ・児 童 書 を 除 く平 均15.0リ ン ギ

本論考で コス ト分析 に用いた1冊 単価21.5リ ン ギ

3.9リ ン ギ=206円

2764円 ×0.35リ ン ギ=967円

23801US$=3,427,200円

9389円

21.5リ漏 調 温 縞lll菱]

4.2倍

/

1970年100

1980年212。4

1990年336.5

付録(3)(未 定稿)マ レーシア出版市場 の量的測定1990

点数 1点 当 総冊数 平均定価 売上額

り冊数

学校教科書 ・副読本 ・ X409 10000 14.25M. 8M$ 114.00MM$

ワー ク ブ ック X300) (5000} X1.5) (12.x)

児童書 1466 7800 11.4SM. 3M$ 34.44MM$

(300) (3000) (0.9) (2.7)

小 説(ロ マ ン ス) 834 2400 2.01M. 7M$ 14.07MM$

(300} (2000} (o.s) (4.2)

学術書 150 750 0.11M. 25M$ 2.75MM$

大学教科書 250 2000 0.50M. 30M$ 15.00MM$

(300) (2000) (0.6) (18.0)
一般書 goo 2000 0.40M. 30M$ 12.00MM$

t20) (1000} Eo.02) (o.$)

辞書類 61 10000 0.61M. 10M$ 6.IOMM$

(45} (5000) (0.22) (2.2)

合計 4370 29,3fiM. (国立図書 198.36MM$

(1.265) (3.84} 館の数字) (39.7)

21.52M.

総計 33.20M. 238.46MM$

()内 は重版お よび国立図書館統計 に入 らない リプ リン ト
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付録㈲ フィリピン出版の歴史的背景

歴史的に確認 されたフィリピン最古の印刷書qは,!593年 中国人 キ リス ト教徒

フ ァン ・デ ・ベラが木版 によって印刷 した"ド チ リナキ リシタン"で あ る と言わ

れ る。1602年 には,ア ジアにお ける最 も古 い西洋 式活字印刷機のひ とつが ドミニ

コ会士によってマニラに設置 され,書 籍印刷が は じめ られた。それ は長崎の加津

佐にイエズス会が印刷所を設置 し,キ リシタ ン版 を作 り出 したの と同時代であ

り,北 米最初の印刷機が,マ サチ ューセ ッツケンブ リッジで稼動 しはじめた1640

年 よ り半世紀近 くも早 い出来事 で あった。

こうしてはじまった出版の営みによって,1593年 か ら1800年 までの約200年 間

に,フ ィリピンは541点 の書籍 を生 み出 して いるので ある。しかしこうした書籍印

刷の古い伝統が この国の近代化の推進 に結 びつ くことは残念なが らなかった と

思われる。この間に出版 された書籍の多 くは,キ リス ト教 の教理書 や タガ ログ語

の辞書 ・文法書であ り,ス ペ イ ン征服者 たち による被征服者理解 と,被 征服者 た
17)

ちによる征服者理解を目的 とした ものに止 ったか らである。統一国家を形成する

以前に植民地化 されたフィリピンは,社 会 の開発 的ニー ズに もとつ くマスメディ

アとしての書籍出版の歴史 を,そ れ以前 に持 っていなか った し,植 民地化 された

後 は,言 論 出版 の 自由を奪 われ ることによって,出 版の健 全 な発展 を阻害 された

のであった。フィリピン人 自らの著作 を自らの手で刊行するための努力は,19世

紀末 の独立 の気運 と共 に高 まるが,独 立 の失敗,支 配者 の交替 とい う動乱 の継続

の中で,フ ィ リピンの国家的統合 はお くれ,出 版 は低迷 を続 けた。そ して新 しい

植民地勢力は,自 国ア メ リカの児童のため に作 られた教科書を使って,フ ィ リピ

ンの子供 た ちの教育 をは じめたのであった。

フィリピンの独立が達成 され,フ ィ リピン人 出版者 による教科書出版の系統的

努力がはじまるのは,第 二次大戦後 の こ とであ る。 こうして近代化 を推進 し,1

個 独立 の読書空間 を形成 す る過程 を,ス ペ イン ・アメ リカ ・日本 と継続的に外部

勢力によって概乱 されてきたフィリピンは,独 立 を達成 した段階 で,国 語 の未成

立,自 国語文献 による各種情報 の生産 ・蓄積の欠如,と い う致命的 な問題 を抱 く

ことになったのである。フィリピンが近代国家形成のいわば最 も基幹的条件であ

る,統 一 国語 の確立 ・普 及 に今 口で さえ成功 していないことは,な かで も出版 開

発 を考 える上 で,最 大 かつ深刻 な問題 である といわねばならない。
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